
入学おめでとうございます。 
本日、第７８期１４６名の入学が許可されました。これから３年間の高校 

生活がスタートします。今後、折に触れて、この「学年通信」を発行する予 

定です。学年通信を通して、生徒の皆さんの生活に関わっての情報をお知ら 

せします。どうかご家庭で、お子様と一緒に読んでいただければ幸いです。 

 

高校という時代 
 先ほど、入学式を終えまして、生徒の皆さんはこれからの高校生活に、期待と不安が入り交じっていることと

思われます。子供の状況と大人の状況が入り交じっている不安定な時期にあるのが高校生です。ご家庭の方々と

ともに、学校もみなさんの支えになりたいと考えています。 

みなさんには、中標津高校での３年間で、たくさんの「学び」を体験してほしいと思います。 

「学び」と一言で言っても、いろいろな形があります。日々の授業、部活動、学校行事など、学校での活動を通

しての学びがはじめに思い浮かぶでしょう。また、校外で習い事をしている人は、練習や発表を通して学ぶでし

ょう。チャレンジして「成功」するのも、「失敗」するのも学びです。これから先の人生をよりよく渡っていく

ために、「勉強」してほしいと考えます。 

 みなさんが中標津高校でよい学びをしていくために欠かせないことが、「学校に来ること」です。 

あなたがそこにいなければ、何もはじまりません。今までの生活で、学校に行くことで苦労した人がいると思い

ます。それも学びだったと思います。そこから何を学びましたか。学んだことを生かして高校生活を充実させて

ください。 

 保護者の皆様には、お子さんの登校の支援をお願いすることとなります。ご協力のほど、よろしくお願いいた

します。 

高校生の子育てについて 
 ２年もすれば１８歳になり、「成人」として扱われます。保護者の皆さんの中には、高校までで子育てが一段

落つく方もいるかもしれません。中学校までは、できていないことを叱りつけて理解させる（させられる）こと

が多かったと思います。しかし、 

高校では一つひとつの物事を考えることが求められます。 

社会に出たら今まで以上に、「正解のない難題」が降りかかってきます。それらに対処するためにも、こちらは

「考えること」を求めていきます。思考から逃げることなく、粘り強く取り組み、思考力をつけることを期待し

ます。 
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高校の規則や振る舞いに関わっての留意点 
１ 単位取得について 

高校は中学と違い、授業の単位を取得しなければ進級も卒業もできません。単位を取得するためには、５段階

評価の成績で「１」（いわゆる「赤点」）を取らず、欠課時数を総時数の２割以内に抑える必要があります。 

注意していただきたいのは、ここ数年間、ちょっとした微熱や風邪症状によって学校を休んだ場合には出席停

止扱いとなり、「欠課（欠席）」にはカウントされなかったということです。しかし、新型コロナに対する国の対

応が変わったことで、今後はそうした体調不良による欠席はすべて「欠課」となります。こうした欠課が２割を

超えると単位は認定されません。したがって、中学時以上に体調管理は大事です。また、スマートフォンばかり

見ていて昼夜逆転した生活となり、遅刻・欠課が増えていくという事例もあります。 

高校生ともなれば、体調管理や生活習慣の確立は、基本的に自己責任です。しかし、高校生活が軌道に乗るま

では、ぜひご家庭でもお子様の体調や生活習慣に気をつけてください。お子さんについて、気になる兆候があれ

ば、早めに担任・学年主任までご相談ください。 

 なお、成績や出席の不良は、進路その他の学校生活に規制がかけられます。ご注意ください。 

 

２ ＳＮＳの問題 

今や小学生でもスマートフォンを持っている時代です。おそらく、今年の新入生もほぼ全員が所持しているこ

とでしょう。スマートフォンが通話機能だけではなく、財布や翻訳など、日常生活の必需品であることは事実で

すが、その一方で、高校生の“いじめ”その他のトラブルのほとんどがＳＮＳがらみで発生していることもまた

事実です。さらに、ＳＮＳの利用から思いもよらぬ犯罪に巻き込まれることもあります。 

高校ではネットパトロールも実施していますが、お子さんのＳＮＳ内で起きていることを、われわれ教師が把

握することはできません。おそらく保護者の皆様も、お子さんがＳＮＳの中で、誰と、どのようにつながってい

るのかを、きちんと把握できてはいないのではないでしょうか。今は「大丈夫だ」と思っていても、高校生のＳ

ＮＳによる交友関係は瞬く間に拡大していきます。 

だからこそ、お子さんのご家庭での様子も学校に教えてください。そして、何か気がかりなことがあれば、す

ぐにご相談ください。 

 

学年団教職員紹介～一年間よろしくお願いします。 
 学年主任：長谷川敏美   学年副主任：加藤 伸城 

Ａ組 担 任 板橋 尚哉 

（英 語） 

副担任 髙岩  凜 

    （英 語） 

Ｃ組 担 任 東雲 恭平 

（数 学） 

   副担任 李家  健 

       （理 科） 

学年付 板屋  誠《生徒指導部長》 

（保健体育） 

    押野 祐大 

（理 科） 

    丸田 智江（養護教諭） 
Ｂ組 担 任 長谷川敏美 

（国 語） 

   副担任 池本 浩行 

（国 語） 

Ｆ組 担 任 加藤 伸城 

（地歴公民） 

   副担任 金澤 哲也 

（商 業） 

 

みなさんの三年間が実りあるものに、そしてＮ高がみなさんにとって居場所となることを期待しています。 


